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千葉大学におけるアイヌ語資料の整理と公開 
 
中川 裕 
 
 千葉大学では、ここ数年の間、中川研究室を中心に学内外のアイヌ語音声・文献資料の整
理を行ってきた。その経過および成果をここで整理してみることにする。 
 
１．文化庁受託研究事業 
「アイヌ語の保存・継承に必要なアーカイブ化に関する調査研究事業（北海道沙流郡平取
町）」 
第 1 年次 平成 25 年 8 月 12 日 ~ 平成 26 年 3 月 25 日   
第 2 年次 平成 26 年 9 月  4 日 ~ 平成 27 年 3 月 31 日 
 これは、各地で保存されているアイヌ語の音声資料を活用し、アイヌ語学習への援用も視
野に入れたアーカイブ化に関する調査研究を行う事業として、文化庁が平成 25 年度から開
始したものである。具体的には、故萱野茂氏（1926-2006）によってオープンリールテープ
に記録され、現在平取町立二風谷アイヌ文化博物館に所蔵されている、アイヌ語音声資料の
デジタル化と、データの聞き起こしおよび整理がこの受託研究の内容である。 
 同資料は萱野茂氏が平取町教育委員会から委託を受け、昭和 44 年の 1 月から 4 月にかけ
て収録したものであり、オープンリールテープ 24 本に収められているが、聞き起こしなど
はされないまま、萱野氏の没後もアイヌ文化博物館に所蔵されていたものである。ただし、
話者名とそれぞれの収録内容のジャンル名・表題・時間は記録されており、それによって、
あらかじめ以下のようなことはわかっていた。 
話者は全員女性で、貝澤とぅるしの（当時の居住地は平取町二風谷：以下同様）、平賀さ
だも（日高町富川）、鍋澤ねぷき（平取町去場）、平目よし（同荷菜），木村きみ（同ペナコ
リ）、黒川てしめ（同荷負本村）の 6 名。録音時間（アイヌ口承文芸部分）は合計 1,135 分
19 秒（約 19 時間）。収録内容は、口承文芸にあたるものとしては 98 編。ウエペケㇾ（散文
説話）53 編、カムイユカㇻ（神謡）29 編、ユカㇻ（英雄叙事詩）11 編、ルパイェ（節のな
い英雄叙事詩の語り）4 編、ことばあそび 1 編となっている。それに加え、各話者の紹介や、
それぞれの作品について、その場で萱野氏がつけた解説などが収録されている。 
 この事業を千葉大学で引き受けることになった経緯は、文化庁が制度上アイヌ文化博物
館に直接事業を委託できないので、まず千葉大学で受託し、そこからアイヌ文化博物館に再
委託するという形をとる必要があるということで、文化庁文化部国語課国語調査官鈴木仁
也氏および、平取町教育委員会文化財課主幹長田佳宏氏から、中川が相談を受けたことから
始まる。両氏によると、この事業の特色は、ただアイヌ語音声資料の聞き起こしを行うとい
うことだけでなく、その作業を地元平取町の人たちに行ってもらい、アイヌ語継承活動に直
接寄与するという点にある。その趣旨に賛同した中川は、アイヌ語監修および聞き起こしの
2 
 
指導を行うということでこの事業を引き受けることにした。 
 平取町における聞き起こし作業担当者は、当初、関根健司氏，貝澤美和子氏，萱野志朗氏，
関根真紀氏，尾崎友香氏，山道ヒビキ氏，山道陽輪氏の７名であった。萱野氏は父茂氏の後
を受けて、北海道教育委員会の金成マツノート解読作業に携わっており、他の人たちも全員
アイヌ文化振興・研究推進機構で開かれているアイヌ語指導者育成事業の修了者である。そ
ういった点で、アイヌ語の素養はかなりの程度保障されている人選ではあったが、私も含め、
全員がそれぞれの本業の傍ら行わざるを得ない作業であり、添削・指導を行いつつこの人数
で 19 時間分の資料を 2 年間で聞き起こすというのは､かなりハードな作業であることがあ
らかじめ予想された（私としては 5 年は必要だと考えていた）。 
 聞き起こし作業は、平取のメンバーが千葉大に来るか、あるいは中川が平取町に赴いて研
究会を開き、添削を行いつつ一般的な聞き起こし上の問題点を指摘するなどのやり方をと
って行われたが、これは非常に時間のかかる方法でもあり、予想通り 1 年目の終わり近く
になっても予定をかなり下回る進行となった。そこで、中川研究室のアイヌ語・アイヌ文化
を専門とする院生を中心に、ボランティアで作業を手伝ってもらって、1 年目のノルマをな
んとかこなした。 
 これを踏まえ、2年目は千葉大学の院生その他の聞き取り作業のできる人を動員して、
最初から正式に計画に組み込んだ。特に、千葉大学人文社会科学研究科博士後期課程の遠
藤志保氏、小林美紀氏、深澤美香氏と、東京大学助教の藤田護氏の4名に中心となっても
らい、さらに人文社会科学研究科博士前期課程の吉川佳見氏、佐藤雅子氏、欠ヶ端和也
氏、および宮城県教育庁文化財保護課の大坂拓氏、アイヌコーラスグループMarewrewの
八谷麻衣氏にも加わってもらった。平取町側では、白老町のアイヌ民族博物館勤務の矢崎
春菜氏が参加した。また、北海道大学アイヌ・先住民研究センター准教授北原次郎太氏が
アイヌ語校閲補助として参加した。 
 このような大人数の作業になると組織的な統括が必要になるが、それは実質的に遠藤志
保氏が担ってくれ、それぞれの資料を一人が聞き起こしをして、もうひとりがそのチェッ
クを行い、最後に中川が全体のチェックを行うという3重の体制を組んだ。また合同の研
究会も数度にわたって開いた。その成果は、『アイヌ語の保存・継承に必要なアーカイブ
化に関する 調査研究事業 第2年次（北海道沙流郡平取町）調査研究報告書』全3巻、
2388ページという大部の報告書となって結実した。また、その内容はもとの音声データと
ともに、二風谷アイヌ文化博物館のホームページ上で公開されている。 
（URL - http://www.town.biratori.hokkaido.jp/biratori/nibutani/culture/language/story/） 
 本来なら、個々の資料に関して担当者の名前を明記するところであるが、このような2
重のチェック体制をとって整備されたテキストであり、さらに千葉大学内における勉強会
の席で、いろいろな論議を経た上でそのような解釈になったものもあり、誰がどの部分に
責任を負うとは言い難い状況であるので、あえて個別な氏名は挙げなかった。 
 このような作業を行った経験のある人ならわかると思うが、音声資料のテキストを確定
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するというのは非常に時間のかかる作業であり、特にアイヌ語のようにネイティブスピー
カーに確認することも困難であり、辞書も完備しているとは言いがたい言語においては、
ひとつの単語の語形を確定するについても様々な検討が必要である。したがって、いった
ん報告書として公開したものではあるが、その内容に関してはさらに改定作業が必要であ
り、その作業は現在でも勉強会の形で進行中である。 
 
２．北海道大学受託研究事業 
平成 25 年度―27 年度 北海道大学受託研究「言語資料の記録・保存・資料調査及び教材作
成に関する委託研究（千葉大所蔵アイヌ語口承文芸資料の作成および首都圏在住アイヌ民
族との共同研究による児童用アイヌ語教材開発）」 
 これは、北海道大学から受託されたもので、「言語資料の記録・保存・資料調査及び教材
作成」ということから、次の３つの企画を立てた。 
①「アイヌ語鵡川方言 日本語―アイヌ語辞典」 
 映像作家であり、アイヌ語教材の開発者でもあった故片山龍峯氏（1942-2004）は、アイ
ヌ語鵡川方言の音声付き辞書の作成を企図して、同方言の話者である新井田セイノ氏、吉村
冬子氏から、聞き取り作業を行っていたが、病に倒れ、最終的な整理を行うことができぬま
ま逝去された。中川は片山氏の逝去後、その録音テープを夫人である片山江氏から委託さ
れ、その衣鉢を継ぐべく、音声データ付日本語―アイヌ語辞書の作成を計画した。録音資料
はおそらくオリジナルテープから片山氏自身によって編集されたもので、120 分テープで
66 本、150 時間分あった。千葉大学では平成 23-25 年度の科学研究費補助金（基盤研究(B)）
「アイヌ語鵡川方言の音声資料による記述的研究」（研究代表者：中川裕）を獲得して、遠
藤志保氏、小林美紀氏、深澤美香氏、吉川佳見氏、藤田護氏、そして札幌大学院生の長谷仁
美氏、志田奈津紀氏をはじめとする、札幌大学本田優子教授門下―ウレㇱパの学生さんたち
の協力を得て整理・分析を行い、また吉村氏からも聞き取りを行って、見だし語数約 6500
語の日本語―アイヌ語辞書を作成した。そして、今回の北大受託研究費によって、ウェブ上
でそのデータを音声付きで検索できる、本格的な辞書として公開した。 
(URL - http://cas-chiba.net/Ainu-archives/) 
この辞書の特色は、ひとつにはウェブ上で検索できる初の本格的なアイヌ語の辞書であ
あり、また初めての本格的な日本語‐アイヌ語辞典であるということだが、ただ単に単語や
例文に音声がついているというだけのものではない。それぞれの見出し語に対して、その語
をめぐる片山氏と新井田・吉村両氏のやり取りを（必要ない部分は編集してあるが）そのま
ま掲載している。片山氏自身はおそらく、自分の発言などはカットして、ただ両氏の発音だ
けを記録しようと考えていただろうと思われるが、このようにすることによって、それぞれ
の語がどういう文脈で採録されたかが明確になり、またそれぞれの語のニュアンスや、文化
的なものを含めた様々な情報も同時に得られるだけでなく、生き生きとしたアイヌ語の姿
を感じることができる。 
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②「アイヌ語音声資料アーカイヴズ」 
 中川が過去 40 年間にわたって記録してきたアイヌ語口承文芸資料を、ウェブ上でローマ
字表記、カナ表記、日本語訳、注記の４つの項目のどの組み合わせでも表示することができ、
その部分の音声とともに視聴することができるシステムを作成した。 
(URL - http://cas-chiba.net/Ainu-archives/tales/index.cgi) 
国立国語研究所でもアンナ・ブガエワ氏と小林美紀氏によって、同じ音声データを公開予
定だが、それはおもに言語学の資料として活用できるように、単語ごとのグロス（文法・意
味情報）をつけ、ほぼ逐語訳に近い訳をほどこしたものである。それに対し、このアーカイ
ヴでは短い段落を単位として訳をほどこし、段落ごとの見出しや註によって、より内容の把
握を中心にした、語学教材をめざしたものとなっている。 
 
③「アイヌ語児童教材」 
 子供たちが、アイヌ語を楽しみながら学べることを目的に、ボードゲームとカードゲーム
のふたつの形式で、ウェブ上で遊んで学べるアイヌ語教材を作成した。 
(URL - http://cas-chiba.net/japan/children.html) 
それにあたっては、東京八重洲のアイヌ文化交流センターで開かれている「親子のアイヌ
語教室」の講師および受講者の家族に協力してもらい、子供たちにアイディアの提供とモニ
タリングをしてもらいながら作成するという、画期的な試みを行っている。特にボードゲー
ムにはやや上級者用のバージョンと初級者用のバージョンを作り、上級者用は子供たちに
音声で正解を吹き込んでもらい、初級者用は子供たち自身に問題を作ってもらった。 
 ボードゲームはそれぞれのプレーヤーがサイコロを振って、kotan「村」から出発してマ
ス目を進んでいくという人生ゲーム型のもので、動物や植物などの kamuy「神」のところ
にとまると、それぞれの kamuy からアイヌ語に関連するクイズが出され、そのクイズに正
解すると、kamuy が自分の守護神になってくれる（ゲーム上ではカードがもらえる）。最
終的にkotanに戻ってくるまでにたくさんカードを集めたほうが勝ちというゲームである。
イラストは漫画家であり、「親子のアイヌ語教室」の講師でもある成田英敏氏が担当してい
る。 
 カードゲームはふたりで対戦する形式で、それぞれがカードを引いて、そのカードを使
ってkamuyから皮や肉などのimoka「おみやげ」をもらい、そのimokaを集めてuymam
「交易」に行き、sintoko「行器」やamam「米」などの４つのアイテムを揃える。全部揃
えると子熊のiomante「霊送り」ができるので、先にiomanteしたほうが勝ちというゲー
ムである。イラストはアイヌ出身のイラストレーターである小笠原小夜氏が担当してい
る。 
 これらのゲームがアイヌ語学習にどれくらいの効果があるかは、これから検証すること
になるが、英語などに比べ圧倒的に教材の少ないアイヌ語にとって、色々な試みをしてみ
るべきだというのが私の考えであり、これがひとつの実践例である。 
